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分校 の根元 に様 々な置換基 を有す る分枝糖 の新規 な合成法の確立 を 目的 と した｡ ウロースか ら得 られ るジクロロメチル 体を基質 とし･

分枝根元へ の各種求核種 の斗人反応 を行 った結果､3-C-ジ クロロメチル体 への アジ ド基､ ヒ ドリ ドの斗人が 円滑 に進行 した｡また

原料 と してラク トンを用 い求核種 と して水敢基 の斗人 を行 った結果 か ら､本手法がケ トカルボ ン酸部分 の構築 に有用 であ ると判明 した･

1 .分横槍 は抗生物質 の構成成分 と して知 られて い るば か りで

な く糖 シ ン トンと しても重要 で ある｡ これ までに多 くの分枝轄合

成法 が報告 されて いるが､分枝位 にア ミノ基 ･ニ トロ基 を有 す る

分枝槍 の合成 をは じめ､工程数 ､収率 ､立体制御等 の点 で問題 が

多 い｡そ こで演者 らは､ これ らの問題 を克服 で きる合成法 の確立

を 日的 と し､G.K6brichら日によ り報告 されて いるクロロエポ キシ

-_!三 1-;'llE竺 :,-_]!~享 _:__=7-; ゝ =二 一 二 二IL
今 回､ 3- ウロー ス､ 2- ウロース及び ラク トンか ら合成

ク ロロメチル体 を用 いて検討 し､知見 が得 られ たので報告 す る｡
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アシ ド基 ､ ヒ ドTJド､ メ トキシ基の斗人 を試み た(図 3)｡この括

黒 か ら､3-C-ジクロロメチル 体への アジ ド基 ､ ヒ ドリ ドの#

人 が円滑 に進行 することが判 明 した｡一方 ､ラク トンに この手法

を適用 し､求核種 として水憩基 の導入 を行 えばケ トカルボ ン声辞

達 の前堅休 が合成 で きると考 え反応 を行 った結果 ､効率 よ く反応

が進行 しく2～7)が得 られた｡ 2～7はさ らに臭素水削 ヒし､(a3)
へ と変換 で きたことか ら､本手法 が EEr4

ケ トカルボ ン敢横道 の株薬法 と して 1_2→■~
有用 で あることが判明 した｡ (毎 :)
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